
１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

2 1

7

8

9

549,418

実績 実績

土地利用方針図に沿った土地利用が図られ
ている面積

372.3ha ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 446.6ha

― 372.3ha 372.3ha 372.3ha

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節
都市整備部

担当部
5
1

都市基盤・環境
自然と調和した都市空間づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

都市計画課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 392.4ha

都市計画課

372.3ha 390.4ha 390.4ha 390.4ha 390.4ha 390.4ha

1均衡ある土地利用の推進

地域の特性を活かしたまちづくりの推進

都市核と地域核の形成 都市計画課、北部拠点整備課

― 166.3ha

123.3ha

施策の内容

2,049 1

4

5

2 1,430 02

245,939

1

2

3

遅れ

0

1

1

順調
0

1

6

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

都市計画制度や「八潮市みんなでつくる美
しいまちづくり条例」により地域特性を活
かしたまちづくりが行われている面積

48.3ha ― ― ― ― 92.3ha ― ― ―

― 92.3ha 93.3ha 93.3ha 123.3ha 123.3ha 123.3ha 123.3ha 123.3ha

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

自然環境と調和した均衡ある土地利用が図られたまちづく
りが進められています。また、地域の特性を活かしたまち
づくりが進められています。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 05

都市整備部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・立地適正化計画の策定に向け基礎調査を基に庁内検討を行っ
た。
・都市計画審議会を２回開催し、都市計画道路、用途地域、地区
計画、生産緑地地区等の都市計画変更手続を行った。
・都市計画法に基づく開発行為許可申請等及びまちづくり条例に
基づく開発事業申請等の事務を適正に執行した。
・北部拠点まちづくり推進地区の開発に関し、民間事業者とパー
トナー協定を締結した。
・埼玉県から(仮称)外環八潮スマートIC等の都市計画事業が認可
され事業説明会を開催するとともに路線測量・詳細設計に着手し
た。

・都市計画マスタープランに基づき、将来の人口減少・少子高齢
化を見据えた持続可能なまちを実現するため、立地適正化計画を
策定する。
・まちづくり条例の各開発事業について、実効性を確保しなが
ら、手続の簡素化等により運用を改善するため、改正の検討を進
める。
・自主まちづくり活動について、周知及びＰＲを行う。
・北部拠点まちづくり推進地区を対象とする整備計画の策定に向
けて、地域住民や地権者の意向を反映するとともに、公共公益施
設のあり方について各施設管理者等と協議・調整を行う。
・（仮称）外環八潮スマートIC及び周辺道路の整備に向け、地権
者交渉や関係機関と協議・調整を進める。
・（仮称）道の駅やしおについては、基本計画の策定に向けた基
礎データの収集として基礎調査を実施するとともに、導入機能や
雨水排水計画等の検討・調整を行う。

1

5

1

春山
・都市計画制度等の運用により、自然環境と調和した均衡ある土地利用を推進します。
・都市計画法に基づく開発許可等の事務を適正に執行します。
・「八潮市みんなでつくる美しいまちづくり条例」の運用により、地域特性を活かしたまちづくりを推進します。また、市民主体によるまちづくり活
動を支援します。
・北部拠点まちづくり推進地区まちづくり計画に基づき、（仮称）外環八潮パーキングエリアの整備やスマートインターチェンジ等の設置、地域振興
施設の集積等、広域的な連携や機能導入を行うとともに、周辺の生活環境や教育環境等に配慮した緑豊かな産業拠点の形成を図ります。

施策の
展開方針

自然と調和した都市空間づくり

01

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

●

01

01

4

・都市計画マスタープランに基づき、将来の人口減少・少子高齢
化を見据えたコンパクトなまちの実現をするために、立地適正化
計画の策定をする必要がある。
・事業者の手続状況を踏まえた効率的なまちづくり条例の制度運
用としていく必要がある。
・自主まちづくり活動の制度利用が少ないため、さらなる制度の
周知を行う必要がある。
・北部拠点まちづくり推進地区を対象とする整備計画の策定に向
けて、地域住民や地権者の意向反映の他、公共公益施設のあり方
の整理が必要となる。
・(仮称)外環八潮スマートICの用地取得に向け、地権者交渉等を
行う必要がある。

5

05

協働による開発事業02

方向性

05

評価主体（部名）

03
・立地適正化計画の策定に係る庁内検討を実施した。
・まちづくり・景観推進会議を適宜行い、市民・事業者との協働
による良好なまちづくりを誘導することができた。
・埼玉県から(仮称)外環八潮スマートIC等の都市計画事業が認可
され、事業説明会を開催するとともに、路線測量・詳細設計に着
手した。また、北部拠点まちづくり推進地区の開発に関し、民間
事業者とパートナー協定を締結した。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

都市核と地域核の形成 北部拠点まちづくり事業

地域の特性を活かしたまちづくりの推進

均衡ある土地利用の推進01

☆☆
概ね順調

都市計画基本事業



※■は評価主体を表す

2 ■

0 ■

3 ■

1 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

増加

都市整備部

見直して継続

2,049

☆

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

増加

北部拠点整備課

都市計画課

増加45,939
現状のまま継続 増加

☆☆☆

都市計画課

都市整備部

01

NO.1

05 西部拠点形成事業

公
約

01

05

■

05

01

都市整備部

●

都市計画課

都市整備部

都市整備部

■

（決算額：千円）

　 1,430　

■

都市計画課

■

01

章 施策節
戦
略

■

北部拠点まちづくり事業

協働による開発事業

主
要

施策コード

01

地区計画制度活用促進事業

事務事業名

都市計画基本事業

01

02

0205

05

03

03

部の事業費計49,418

0

0 現状のまま継続

○

○ ☆☆☆

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

● ☆☆

☆☆

増加現状のまま継続

増加

課題

○ 現状のまま継続

事業費

投入資源
方向性

現状維持

増加

増加

増加

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

3 8

7

8

9

123,910,055

実績 実績

大瀬古新田土地区画整理事業の進捗率
(街路築造率)

47.40% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 95%

― 50.8% 54.1％ 55.1％

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節
都市整備部

担当部
5
2

都市基盤・環境
快適で住みやすい市街地づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

都市計画課、区画整理課

事務事業数
概ね順調

1

― ― 75%

55.2% 56.2% 55.7% 57.5% 58.3% 59.4%

66.3

3土地区画整理事業の推進

― 75%

21.4%

施策の内容

3,910,055 12

4

5

2

1

3

遅れ順調
8

6

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

西袋上馬場土地区画整理事業の進捗率
(街路築造率)

12.90% ― ― ― ― 40% ― ― ―

― 15.3% 17.0％ 18.2% 18.2% 19.5% 19.3% 20.5% 21.4%

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

八潮南部東一体型特定土地区画整理事業の
進捗率
(街路築造率)

62.50% ― ― ― ― 90% ― ― ― ― 100%

― 64.2％ 64.2％ 64.6%

市街地の整備が進み、快適で住みやすいまちになっていま
す。また、八潮駅周辺を中心として、良好な都市空間が形
成され、多くの市民が集い、にぎわいのある街並みとなっ
ています。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―

64.6% 65.5% 64.6% 64.8% 65.3%



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 05

都市整備部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・鶴二地区の街路築造及び建物移転率は99.7％、100％、大古地区
は59.4％、70.6％、西上地区は21.4％、46.1％、南部東地区は
66.3％、74.5％となった。
・西上地区は事業見直し後の施工計画に基づき、移転促進街区の
用地を確保した。西新一号線及び西袋上馬場線にかかる補償物件
の交渉を行い、街路等の用地を確保した。
・南部西地区については、施行者である埼玉県への支援を行った
結果、進捗状況は91.6％、96.6％となった。
・保留地については、各地区合計で20区画、1,206㎡を処分し、
139,733,200円の事業費を確保した。

・鶴二地区については、調整池整備及び出来形確認測量等を進
め、早期の換地処分を目指す。
・西上地区については、西新一号線や西袋上馬場線の早期開通を
目指すとともに、移転促進街区の整備を計画的に進める。
・大古地区、南部東地区については、保留地処分や国庫補助金及
び他会計からの繰入金等による事業費確保に努め、計画的かつ効
率的な事業展開の検討を行い、事業推進を図る。
・南部西地区については、施行者である埼玉県を継続的に支援
し、連携して事業推進を図る。
・技術者不足に対応するため、民間事業者の積極的な活用によ
り、事業推進を図る。

2

5

1

浅古

・鶴ケ曽根・二丁目土地区画整理事業については、調整池整備、出来形確認測量等を進め、早期に換地処分を目指します。
・西袋上馬場土地区画整理事業については、見直し後の事業計画に基づき、移転促進街区の整備に努め、計画的かつ効率的な事業推進を図ります。
・大瀬古新田及び南部東一体型特定土地区画整理事業については、事業費確保に努め、計画的かつ効率的な事業展開の検討を行い事業を推進します。
・八潮南部西一体型特定土地区画整理事業については、施行者である埼玉県を支援するとともに、連携して事業推進を図ります。

施策の
展開方針

快適で住みやすい市街地づくり

02

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

八潮南部東一体型特定土地区画整理事業

02

01

4 01

・多くの施行地区を同時に進めていることから、事業費及び技術
者不足等により、全体的に事業が長期化している。
・保留地の用地確保及び整備に多くの時間と費用を要するため、
事業費の確保が困難な状況にある。
・今後は、多くの調整池整備が必要となるため、更なる事業費の
確保が求められる。

02

5

土地区画整理事業の推進

05

大瀬古新田土地区画整理事業01

方向性

05

評価主体（部名）

01

・国庫補助金や保留地処分金等の事業費確保に努めたが、各地区
において定めた成果指標「街路築造率」の目標達成には至らな
かった状況である。
以上のことから、総合評価を「遅れ」とした。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

05

土地区画整理事業の推進 西袋上馬場土地区画整理事業

土地区画整理事業の推進

土地区画整理事業の推進02

☆
遅れ

鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業



※■は評価主体を表す

0 ■

1 ■

3 ■

4 ■

2 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

都市整備部

都市整備部

区画整理課

現状のまま継続

10,418

現状維持

☆☆
現状のまま継続

☆

現状維持

現状維持都市整備部

都市整備部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

増加

区画整理課

区画整理課

現状維持1,177,707

見直して継続 増加

☆

☆☆☆区画整理課

☆

区画整理課

区画整理課

都市整備部

02 ■

02

●

NO.1

05 ■鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業

公
約

02

05

■

05

01

都市整備部

●

79,393

区画整理課

都市整備部

都市整備部

02 01

05

05

05 八潮南部西一体型特定土地区画整理促進事業

■

（決算額：千円）

437,600

都市整備部

都市整備部

都市整備部

都市整備部

区画整理課

01 ■西袋上馬場土地区画整理促進事業

■

大瀬古新田土地区画整理促進事業

鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理促進事業

東部拠点形成事業

八潮南部東一体型特定土地区画整理促進事業

05

05

■

02

章

■

施策節
戦
略

■

南部整備促進事業01

八潮南部東一体型特定土地区画整理事業

02 01

02 01

02

大瀬古新田土地区画整理事業

主
要

施策コード

02

西袋上馬場土地区画整理事業

事務事業名

稲荷伊草第二土地区画整理事業

02

05

05

01

0105

05

02

02

01

01

01

01

部の事業費計3,910,055

●

現状のまま継続

現状維持

現状維持

都市計画課

区画整理課

455,226

103,487

230,139

731,527 現状のまま継続

●

●

現状のまま継続

見直して継続

現状のまま継続

85,000

430,470

区画整理課 169,088

0

☆

☆☆

区画整理課

☆

●

現状のまま継続

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

○

現状維持

現状維持 現状維持

現状維持

増加

☆☆

現状維持

－

☆

現状維持現状のまま継続

現状維持

現状維持

課題

増加

現状維持

● 現状のまま継続

現状のまま継続

☆

○

○

☆

●

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

29,191

1 企画経営課

10

9 0

バス交通の充実

地下鉄８号線の導入の促進

7 交通防犯課

8

9

11372,692

0

1,039 10

実績 実績

都市計画道路の整備率
72.20% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 84%

― 74.1％ 75.1％ 77.8％

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節 建設部
企画財政部

担当部
都市整備部
生活安全部5

3
都市基盤・環境
快適で便利な道路・交通網づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

道路治水課、都市計画課

事務事業数
概ね順調

1

― ― 78%

道路治水課

77.8％ 78.1％ 78.1％ 79.6％ 79.6%

0

1幹線道路の整備

生活道路の整備

道路維持管理の充実

― 79%

つくばエクスプレスの利便性の向上

施策の内容

76

41,912 2

4

5

2 56,015 02

1

4244,459

0

2

0

1

0

交通防犯課

2

道路治水課

3

遅れ

0

0

4

順調
0

6

1

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

市道の改良整備率
73.30% ― ― ― ― 76% ― ― ―

― 74.4％ 74.5％ 74.7％ 74.8％ 75.8％ 75.9％ 76.0％ 76.1%

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

市内の主要な幹線道路や生活道路等の整備や改良が進むと
ともに、公共交通が整備され、誰もが快適で便利に移動す
ることができています。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 05

企画財政部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

地下鉄８号線建設促進並びに誘致期成同盟会の一員として国土交
通大臣、埼玉県知事、千葉県知事、茨城県知事及び東京都知事に
対し、八潮－野田市間の先行整備及び茨城県西南部への延伸につ
いての要望を行った。
また、交通政策審議会答申第１９８号で指摘されている「事業性
確保に必要な需要の創出に繋がる沿線開発の取組等」及び「事業
主体を含めた事業計画」策定に向けて、鉄道整備と連携したまち
づくりを主眼として検討を行うことを目的とし、令和３年度から
同盟会において、整備検討調査を実施した。

今後も同盟会の構成市町と連携したうえで、国土交通大臣、埼玉
県知事、千葉県知事、茨城県知事及び東京都知事に対し、地下鉄
８号線建設の早期実現に向け、積極的な働きかけを行う。
令和３年度から令和６年度までの４か年をかけて行った、地下鉄
８号線事業化調査（平成２５・２６年度実施）以降の社会情勢の
変化を踏まえた、八潮－野田市間の路線建設計画の検討、概算建
設費・需要予測・収支予測の算定、費用便益分析等に関する調査
の結果を踏まえ、取組を進める。

3

5

1

柳澤

地下鉄８号線の導入促進
・市内を南北に縦断する都市鉄道の導入をめざし、関係自治体と連携して積極的な活動を行う。

施策の
展開方針

快適で便利な道路・交通網づくり

03

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

4

平成２８年４月２０日の交通政策審議会の答申において、押上－
野田市間が「東京圏の都市鉄道が目指すべき姿」を実現するうえ
で意義のあるプロジェクトとして位置づけられたが、現段階では
整備着手の時期が未定である。

5

方向性

評価主体（部名）

06

同盟会の構成市町と連携し、要望活動や事業化に向けた課題の整
理、検討などに取り組んでおり、概ね順調と評価した。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

地下鉄８号線の導入の促進 地下鉄８号線導入促進事業

☆☆
概ね順調



※■は評価主体を表す

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

増加

企画財政部

建設部

道路治水課

見直して継続

38,447

増加

☆☆
見直して継続

☆☆

増加

増加建設部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

道路治水課

道路治水課

増加3,143
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆道路治水課

☆☆

道路治水課

道路治水課

建設部

03

03

○

NO.1

05 道路橋りょう管理事務

公
約

03

05

■

05

01

都市整備部

○

203,206

道路治水課

■

建設部

建設部

03 04

05

05

05

■

■道路維持事業

（決算額：千円）

52,872

建設部

建設部

生活安全部

生活安全部■

■

■

都市計画課

　

04 ■橋りょう維持事業

■

道路管理事務

地下鉄８号線導入促進事業

つくばエクスプレス利便性向上事業

05

03

章 施策節
戦
略

■

路線バス網整備促進事業07

用地取得事業

03 06

03

道路改良等事業

主
要

施策コード

03

都市計画道路決定事業

事務事業名

都市計画道路整備事業

03

05

05

01

0205

05

03

03

04

05

02

04

部の事業費計1,039

○

現状のまま継続

増加

増加

企画経営課

76

9,730

15,765

3,465 現状のまま継続

○

○

現状のまま継続

現状のまま継続1,039

15,759

交通防犯課 29,191 ☆☆

☆☆

交通防犯課

☆☆☆

○

現状のまま継続

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

○

現状維持 現状維持

現状維持

☆☆

増加

○

☆☆

増加見直して継続

増加

増加

課題

現状維持

増加

○ 見直して継続

見直して継続

☆☆☆

○

○

事業費

投入資源
方向性

増加

増加

増加

増加

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

29,191

1 企画経営課

10

9 0

バス交通の充実

地下鉄８号線の導入の促進

7 交通防犯課

8

9

11372,692

0

1,039 10

実績 実績

都市計画道路の整備率
72.20% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 84%

― 74.1％ 75.1％ 77.8％

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節 建設部
生活安全部

担当部
都市整備部
企画財政部5

3
都市基盤・環境
快適で便利な道路・交通網づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

道路治水課、都市計画課

事務事業数
概ね順調

1

― ― 78%

道路治水課

77.8％ 78.1％ 78.1％ 79.6％ 79.6%

0

1幹線道路の整備

生活道路の整備

道路維持管理の充実

― 79%

つくばエクスプレスの利便性の向上

施策の内容

76

41,912 2

4

5

2 56,015 02

1

4244,459

0

2

0

1

0

交通防犯課

2

道路治水課

3

遅れ

0

0

4

順調
0

6

1

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

市道の改良整備率
73.30% ― ― ― ― 76% ― ― ―

― 74.4％ 74.5％ 74.7％ 74.8％ 75.8％ 75.9％ 76.0％ 76.1%

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

市内の主要な幹線道路や生活道路等の整備や改良が進むと
ともに、公共交通が整備され、誰もが快適で便利に移動す
ることができています。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 05

生活安全部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・コミュニティバスの運行日数は365日、運行便数は1日24便、利
用者数は63,656人で１日あたり約174人、１便あたり約8.3人で
あった。
・バス事業者に対し、利用サービス向上を目的に要望活動を行っ
た。

・八潮市地域公共交通計画に基づき、コミュニティバスの新しい
ルートの再編に向けて、バス事業者と計画的に準備を進めるとと
もに、新たな交通手段について情報収集し検討する。
・1編成8両化については、沿線自治体と連携して早期実現に向け
取り組む。
・東京駅延伸については、交通政策審議会の答申を踏まえて臨海
地域（中央区）の動向を注視するとともに、必要に応じて沿線7
市と連携して取り組む。

3

5

1

向

・バス交通の充実　八潮市地域公共交通計画に基づき、コミュニティバスを含むバス路線網の充実や利便性向上に努める。
・つくばエクスプレスの利便性の向上　沿線自治体と連携して、東京駅延伸、1編成8両化の早期実現に向け要望活動を行う。また、あわせて八潮駅へ
の快速列車の停車と始発の増便を市独自で要望活動を行う。

施策の
展開方針

快適で便利な道路・交通網づくり

03

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

05

4

・コミュニティバスの平日における運行数が減少し、利用性の低
下が懸念される。

5

05

方向性

評価主体（部名）

07

コミュニティバスの減便などの課題もあるが、1便あたり利用者は
変化しなかったことやつくばエクスプレス関係の要望活動も、沿
線自治体と連携し実施できたため、総合評価としては概ね順調と
判断した。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

バス交通の充実 路線バス網整備促進事業
つくばエクスプレスの利便性の向上03

☆☆
概ね順調

つくばエクスプレス利便性向上事業



※■は評価主体を表す

0
0
0
0
0
0
0
0
2 ■

0
1 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

増加

企画財政部

建設部

道路治水課

見直して継続

38,447

増加

☆☆
見直して継続

☆☆

増加

増加建設部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

道路治水課

道路治水課

増加3,143
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆道路治水課

☆☆

道路治水課

道路治水課

建設部

03

03

○

NO.1

05 道路橋りょう管理事務

公
約

03

05

■

05

01

都市整備部

○

203,206

道路治水課

■

建設部

建設部

03 04

05

05

05

■

■道路維持事業

（決算額：千円）

52,872

建設部

建設部

生活安全部

生活安全部■

■

■

都市計画課

　

04 ■橋りょう維持事業

■

道路管理事務

地下鉄８号線導入促進事業

つくばエクスプレス利便性向上事業

05

03

章 施策節
戦
略

■

路線バス網整備促進事業07

用地取得事業

03 06

03

道路改良等事業

主
要

施策コード

03

都市計画道路決定事業

事務事業名

都市計画道路整備事業

03

05

05

01

0205

05

03

03

04

05

02

04

部の事業費計29,267

○

現状のまま継続

増加

増加

企画経営課

76

9,730

15,765

3,465 現状のまま継続

○

○

現状のまま継続

現状のまま継続1,039

15,759

交通防犯課 29,191 ☆☆

☆☆

交通防犯課

☆☆☆

○

現状のまま継続

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

○

現状維持 現状維持

現状維持

☆☆

増加

○

☆☆

増加見直して継続

増加

増加

課題

現状維持

増加

○ 見直して継続

見直して継続

☆☆☆

○

○

事業費

投入資源
方向性

増加

増加

増加

増加

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

29,191

1 企画経営課

10

9 0

バス交通の充実

地下鉄８号線の導入の促進

7 交通防犯課

8

9

11372,692

0

1,039 10

実績 実績

都市計画道路の整備率
72.20% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 84%

― 74.1％ 75.1％ 77.8％

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節 生活安全部
建設部

担当部
都市整備部
企画財政部5

3
都市基盤・環境
快適で便利な道路・交通網づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

道路治水課、都市計画課

事務事業数
概ね順調

1

― ― 78%

道路治水課

77.8％ 78.1％ 78.1％ 79.6％ 79.6％ 79.6％

0

1幹線道路の整備

生活道路の整備

道路維持管理の充実

― 79%

76.1％

つくばエクスプレスの利便性の向上

施策の内容

76

41,912 2

4

5

2 56,015 02

1

4244,459

0

2

0

1

0

交通防犯課

2

道路治水課

3

遅れ

0

0

4

順調
0

6

1

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

市道の改良整備率
73.30% ― ― ― ― 76% ― ― ―

― 74.4％ 74.5％ 74.7％ 74.8％ 75.8％ 75.9％ 76.0％ 76.1％

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

市内の主要な幹線道路や生活道路等の整備や改良が進むと
ともに、公共交通が整備され、誰もが快適で便利に移動す
ることができています。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

建設部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

（１）幹線道路の整備：県施行の都市計画道路（草加三郷線）
　　　における建設負担金の支出。
（２）生活道路の整備：道路改良工事 301ｍ実施（繰越含む）
（３）道路環境の整備：道路清掃、街路樹管理
（４）道路維持管理の充実：道路維持工事2件、応急工事69
　　　件、市民要望職員対応423件、道路パトロール業務委託
　　　1件、橋りょう点検43橋

・潮止橋の架替えに伴う整備や都市計画道路全体の整備計画
　の検討を行い、優先順位の高い道路から事業化する。
　また、限られた人員のなかで効率よく事業を行うため、民
　間活力を生かした業務委託等を推進していく。
・舗装個別施設計画及び橋りょう長寿命化修繕計画に基づ
　き、維持修繕の優先順位や工事内容を考慮し、適切で計画
　的な道路、橋りょうの維持を行っていく。
　また、生活道路についても予防保全型の計画的な修繕に努
　める。
・限られた財源のなかで、街路樹に求められる機能を持続的
　に発揮できるよう、既存の街路樹の適切な管理を行うた
　め、狭い歩道の街路樹の見直し等を含めた計画、方針の策
　定を行っていく。
・舗装修繕の国庫補助金については、追加要望などを積極的
　に活用するとともに、令和元年度から道路パトロール業務
　委託を開始し、危険箇所の早期発見、早期対応ができてい
　ることから、今後も継続して実施していく。

3

5

1

長嶋

（１）幹線道路の整備：主要幹線道路である国道や県道、橋りょう等の道路整備を促進するとともに、都市計画道路の整備を促進する。
（２）生活道路の整備：生活道路の新設や改良等を行うとともに、歩行者や自転車等の通行に配慮した道路整備を推進する。
（３）道路維持管理の充実：道路補修業務と道路パトロールの強化による危険箇所の早期発見、早期対応に努め、事故を未然に防ぐ
　　　道路復旧体制を構築し、適正な維持管理を行う。

施策の
展開方針

快適で便利な道路・交通網づくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

4

（１）幹線道路の整備：潮止橋の架替えや都市計画道路の整備
　　　に向けて、今後、事務量が増加する。特に用地取得等の
　　　経験者が少なく、整備を進める体制が整っていない。
（２）生活道路の整備：生活道路の新設、改良等の要望は多数
　　　あるため、計画的に実施する必要がある。
（３）道路環境の整備：限られた財源のなか、街路樹の生育に
　　　伴う維持管理費（剪定・除草費用等）や他事業からの移
　　　管よる管理区域の増大等により、適切な管理が難しい。
（４）道路維持管理の充実：国庫補助金の交付率が低く、舗装
　　　修繕が計画どおりに進めることが困難な状況。さらに修
　　　繕箇所の増加に伴い、管理瑕疵の発生が懸念される。

5

方向性

評価主体（部名）

・都市計画道路整備率は、ポイントの増加はなかったものの、
　建設負担金を支出している県施行の都市計画道路（草加三
　郷線）は、着実に進捗しており、市道改良整備率も概ね目
　標を達成している。更に道路パトロール業務委託や市民要
　望対応を実施し、道路の不具合箇所等の発見、応急処置の
　対処ができたことなどから、概ね順調と判断した。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

☆☆
概ね順調



※■は評価主体を表す

0 ■

0
0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

増加

企画財政部

建設部

道路治水課

見直して継続

38,447

増加

☆☆
見直して継続

☆☆

増加

増加建設部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

道路治水課

道路治水課

増加3,143
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆道路治水課

☆☆

道路治水課

道路治水課

建設部

03

03

○

NO.1

05 道路橋りょう管理事務

公
約

03

05

■

05

01

都市整備部

○

203,206

道路治水課

■

建設部

建設部

03 04

05

05

05

■

■道路維持事業

（決算額：千円）

52,872

建設部

建設部

生活安全部

生活安全部■

■

■

都市計画課

　

04 ■橋りょう維持事業

■

道路管理事務

地下鉄８号線導入促進事業

つくばエクスプレス利便性向上事業

05

03

章 施策節
戦
略

■

路線バス網整備促進事業07

用地取得事業

03 06

03

道路改良等事業

主
要

施策コード

03

都市計画道路決定事業

事務事業名

都市計画道路整備事業

03

05

05

01

0205

05

03

03

04

05

02

04

部の事業費計338,921

○

現状のまま継続

増加

増加

企画経営課

76

9,730

15,765

3,465 現状のまま継続

○

○

現状のまま継続

現状のまま継続1,039

15,759

交通防犯課 29,191 ☆☆

☆☆

交通防犯課

☆☆☆

○

現状のまま継続

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

○

現状維持 現状維持

現状維持

☆☆

増加

○

☆☆

増加見直して継続

増加

増加

課題

現状維持

増加

○ 見直して継続

見直して継続

☆☆☆

○

○

事業費

投入資源
方向性

増加

増加

増加

増加

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

29,191

1 企画経営課

10

9 0

バス交通の充実

地下鉄８号線の導入の促進

7 交通防犯課

8

9

11372,692

0

1,039 10

実績 実績

都市計画道路の整備率
72.20% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 84%

― 74.1％ 75.1％ 77.8％

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節 生活安全部
都市整備部

担当部
建設部
企画財政部5

3
都市基盤・環境
快適で便利な道路・交通網づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

道路治水課、都市計画課

事務事業数
概ね順調

1

― ― 78%

道路治水課

77.8％ 78.1％ 78.1％ 79.6％ 79.6%

0

1幹線道路の整備

生活道路の整備

道路維持管理の充実

― 79%

つくばエクスプレスの利便性の向上

施策の内容

76

41,912 2

4

5

2 56,015 02

1

4244,459

0

2

0

1

0

交通防犯課

2

道路治水課

3

遅れ

0

0

4

順調
0

6

1

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

市道の改良整備率
73.30% ― ― ― ― 76% ― ― ―

― 74.4％ 74.5％ 74.7％ 74.8％ 75.8％ 75.9％ 76.0％ 76.1%

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

市内の主要な幹線道路や生活道路等の整備や改良が進むと
ともに、公共交通が整備され、誰もが快適で便利に移動す
ることができています。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 05

都市整備部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・都市計画道路網構想に基づき、計画検討路線の都市計画変更に
向けて必要となる手続き等の検討を行った。
・令和６年度は、八潮三郷東西線について立体交差から平面交差
となる都市計画変更を行った。

・都市計画道路網構想に基づき、都市計画道路の存続路線では、
事業中の区間は引き続き完了を目指し、優先整備路線では、都市
基盤に係る事業の進捗と整合を図りつつ、今後１０年以内の事業
着手を目指し、次期整備路線では、社会経済情勢の変化を総合的
に判断し、順次事業計画を検討、計画検討路線については、現状
の計画の妥当性を検証した上で改めて必要性を判断し、整備手法
や形態等について具体に検討を行う。

3

5

1

春山

・交通実態の把握、分析、将来交通量の予測、交通施設の必要性及び規模に関し、総合的な検討を行います。
・良好な都市環境を確保するため整備することが必要な道路については、周辺の市街地の状況等に応じて、都市計画決定及び変更を行います。

施策の
展開方針

快適で便利な道路・交通網づくり

03

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

●

4

・都市計画道路の都市計画決定や変更には、関係機関との協議や
住民説明などの手続きを行うため、時間や調査を実施するための
予算等が必要となる。
また、既に都市計画決定されている路線で、１０年以上事業着手
されていない路線があり用地確保のための予算等が必要である。

5

方向性

評価主体（部名）

01

・都市計画道路網構想に基づき、計画検討路線の都市計画変更に
向けて必要となる手続き等の検討を行うことができたため、総合
評価を概ね順調とした。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

幹線道路の整備 都市計画道路決定事業

☆☆
概ね順調



※■は評価主体を表す

0
1 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

増加

企画財政部

建設部

道路治水課

見直して継続

38,447

増加

☆☆
見直して継続

☆☆

増加

増加建設部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

道路治水課

道路治水課

増加3,143
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆道路治水課

☆☆

道路治水課

道路治水課

建設部

03

03

○

NO.1

05 道路橋りょう管理事務

公
約

03

05

■

05

01

都市整備部

○

203,206

道路治水課

■

建設部

建設部

03 04

05

05

05

■

■道路維持事業

（決算額：千円）

52,872

建設部

建設部

生活安全部

生活安全部■

■

■

都市計画課

　

04 ■橋りょう維持事業

■

道路管理事務

地下鉄８号線導入促進事業

つくばエクスプレス利便性向上事業

05

03

章 施策節
戦
略

■

路線バス網整備促進事業07

用地取得事業

03 06

03

道路改良等事業

主
要

施策コード

03

都市計画道路決定事業

事務事業名

都市計画道路整備事業

03

05

05

01

0205

05

03

03

04

05

02

04

部の事業費計3,465

○

現状のまま継続

増加

増加

企画経営課

76

9,730

15,765

3,465 現状のまま継続

○

○

現状のまま継続

現状のまま継続1,039

15,759

交通防犯課 29,191 ☆☆

☆☆

交通防犯課

☆☆☆

○

現状のまま継続

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

○

現状維持 現状維持

現状維持

☆☆

増加

○

☆☆

増加見直して継続

増加

増加

課題

現状維持

増加

○ 見直して継続

見直して継続

☆☆☆

○

○

事業費

投入資源
方向性

増加

増加

増加

増加

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

1 公園みどり課

5 2

緑地・水辺の保全、緑化の推進

7

8

9

7454,653

2,449 10

実績 実績

景観計画届出における景観配慮の誘導件数
315件 ― ―

38箇所

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 850件

― 456件 500件 539件

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節
都市整備部

担当部
5
4

都市基盤・環境
水と緑ゆたかな都市景観づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

町会・自治会等公園管理委託
37箇所 ― ― ― ―

都市計画課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 600件

都市計画課

568件 606件 649件 675件 699件 721件

8,002m

0

0八潮らしい魅力ある景観形成

調和のとれた良好な街並み景観の保全

公園の整備

快適な公共空間のデザイン誘導 都市計画課

― 2.6㎡/人

2.23㎡/人

緑道・遊歩道の整備

施策の内容

0

0 1

4

5

2 8,416 01

1

2

1

443,788

0

0

1

0

0

0

公園みどり課

0

公園みどり課

3

遅れ

0

1

0

2

0

順調
1

1

6

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

市民一人当たりの都市公園面積
1.94㎡/人 ― ― ― ― 2.0㎡/人 ― ― ―

― 2.19㎡/人 2.15㎡/人 2.11㎡/人 2.11㎡/人 2.10㎡/人 2.11㎡/人 2.21㎡/人 2.24㎡/人

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

緑道・遊歩道(親水化)整備延長
6,700m ― ― ― ― 7,200m ― ― ― ― 7,800m

― 6,700m 6,700m 6,982m

市民が、自然環境に親しみ、地域の特性が活かされた街並
みの中で暮らしています。また、市民が自ら公園管理や緑
化活動等に取り組んでおり、身近な公園や水辺でやすらぎ
と潤いを感じながら暮らしています。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ― 42箇所

― 36箇所 41箇所 42箇所 44箇所 38箇所 37箇所 37箇所 36箇所 36箇所

7,177m 8,002m 8,002m 8,002m 8,002m



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 05

都市整備部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・防災公園予定地の土地所有者を対象として、公園整備に関する
事業説明やアンケート調査を実施した。
・八潮中央公園や上二西児童公園、鶴塚児童公園の整備に向け、
地域住民を交えたワークショップを実施した。
・中川河川敷周辺公園等施設整備計画に基づき、下河原運動広場
の再整備に向け、借地部分の用地を取得した。
・空家等の対策を推進するため実態調査を行った。また、管理状
態の悪い空家等を中心に助言等を行うとともに、空家等所有者に
適正管理の通知を行った。

・防災公園の整備に向け、民間と連携した整備手法について検討
を行う。
・中川河川敷周辺公園等施設整備計画に基づき、下河原運動広場
の再整備に必要な用地面積について検討を行う。
・長寿命化計画に基づき公園遊具の更新等を行う。また、遊具以
外の公園施設については、個別の改修計画の検討や指定管理制度
の導入等について検討する。
・親水化整備が完了した葛西用水の遊歩道については、市民との
協働による維持管理を推進するとともに、定期的な点検及び修繕
を行う。
・空家等の対策を推進するため、支援制度や関係団体等から構成
する（仮称）まちづくりセンターの方向性やあり方について検討
する。
・良好な街並み景観の保全に向けた屋外広告物の適正誘導や八潮
らしい街並み誘導を行う。

4

5

1

浅古

・公園等整備については、スポーツレクリエーション機能や防災機能を有した公園などの市民に身近な公園を整備するとともに、既存の公園につい
て、計画的、効果的な改修を進めます。
・緑道、遊歩道については、河川や用水路等の資源を活用し、景観に配慮した整備を進めることにより、水と緑のネットワークの形成を図ります。
・良好な街並み景観の保全に向けて、管理不全状態の空家等の適正管理、屋外広告物の適正誘導、八潮らしい街並み形成に向けた取組みなどの景観施
策を総合的に展開します。

施策の
展開方針

水と緑ゆたかな都市景観づくり

04

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

●

緑道・遊歩道整備事業

04

04

05

4 05

04

・防災公園の整備に向けて、地権者対応、整備内容についての検
討や、財源確保に向け、他事業との調整を図る必要がある。
・下河原運動広場の再整備にあたっては、現在の広場区域外に
アーバンスポーツゾーンの設置を予定しているため、整備に必要
な用地面積を検討する必要がある。
・市内の公園の5割以上が整備後30年以上経過しており、遊具以外
の公園施設についても経年劣化が進行しているため、計画的な改
修や、効率的な維持管理を行う必要がある。
・空家等対策計画は令和７年度で計画期間が終了するため、第２
期の計画を策定する必要がある。

04

5 緑地・水辺の保全、緑化の推進

緑道・遊歩道の整備

05

良好な都市景観形成事業02

方向性

05

評価主体（部名）

04
・防災公園については、土地の所有者を対象に説明会の開催やア
ンケート調査を実施し、防災公園整備について概ね賛成である旨
の意向把握ができた。
・下河原運動広場の借地箇所の大部分を取得することができた。
・空家等対策については、管理不全状態の空家等を中心に助言等
を行ったことから、特定空家等はなかった。
これらのことから概ね順調とした。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

評価理由

緑化推進事業

■重点事業（部で5事業まで）

●

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

05

06

公園の整備 公園等整備事業

調和のとれた良好な街並み景観の保全

公園の整備04

☆☆
概ね順調

公園等維持管理事業



※■は評価主体を表す

0 ■

3 ■

0 ■

1 ■

2 ■

4 ■

5 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

都市整備部

他事業と統合して継続

0

☆☆
現状のまま継続

☆☆

現状維持

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

増加

公園みどり課

公園みどり課■

増加258,794

見直して継続 増加

☆☆

☆☆公園みどり課

公園みどり課

都市計画課

都市整備部

04

○

NO.1

05 ■公園等維持管理事業

公
約

04

05

05

01

都市整備部

○

0

都市計画課

都市整備部

都市整備部

04 05

05

05 ■緑道・遊歩道整備事業

（決算額：千円）

都市整備部

都市整備部

都市計画課

■

06 ■緑化推進事業

■■

04

章

■■

施策節
戦
略

■

公園等整備事業

公共デザイン誘導事業

主
要

施策コード

04

良好な都市景観形成事業

事務事業名

八潮街並みづくり推進事業

04

02

0305

05

04

04

04

部の事業費計454,653

184,994

8,416 見直して継続

○

○

2,449

☆☆

現状のまま継続

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

○

現状維持 現状維持

☆

○

☆

現状維持他事業と統合して継続

増加

現状維持

課題

● 現状のまま継続

事業費

投入資源
方向性

現状維持

増加

現状維持

増加

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

2 経営課

7 0

顧客サービスの向上

7

8

9

111,523,590

96,624 11

実績 実績

基幹管路耐震化率
22.00% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 40%

― 24.2％ 24.3% 25.0%

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節
水道部

担当部
5
5

都市基盤・環境
安全な水を供給する体制づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

施設課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 30%

施設課

25.4% 27.1% 27.0% 27.5% 28.7% 28.9%

0

2計画的な浄配水施設の整備

安定給水と浄配水施設の維持管理

水質管理の充実

効率的な水運用の推進 経営課、施設課

― 83%

81.8%

水源の確保

施策の内容

14,616

543,671 2

4

5

2 285,016 02

1

2

2

55

583,608

0

2

0

0

1

施設課

4

施設課

3

遅れ

0

1

0

1

2

順調
0

0

6

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

直結給水率
78.40% ― ― ― ― 81% ― ― ―

― 79.6％ 78.8% 79.7% 80.1% 80.5% 81.0% 81.2% 81.3%

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

誰もがいつでも安全・安心な水道水を利用しています。基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 05

水道部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

　浄配水場施設更新整備事業では、令和６～７年度継続費の基幹
管路更新に必要な２系流量計整備及び場内配管を適正に管理する
ための配水管ピット化工事に着手した。
　配水管等耐震化事業では、土地区画整理事業区域内の新設工事
や老朽管の布設替工事で4,203ｍ実施した。工事に伴い廃止となっ
たポリエチレン管等の配水管の延長は3,665ｍとなった。

　本市の水道事業は、平成２９年度策定の「八潮市水道事業ビ
ジョン」（計画期間：平成３０年度から令和９年度）に基づき、
浄配水場施設更新整備事業や配水管等耐震化事業を推進してい
る。
　施策の展開方針としては、引き続き配水管の耐震化を進め、更
に中央浄水場配水施設更新事業の完了後、老朽化が進んでいる浄
水施設や機械電気設備についても計画的に修繕・更新を進めてい
く。
　近年の節水機器の普及等による給水収益の減少や社会情勢、物
価上昇、県水単価の上昇等の変化を踏まえ、更なる経営改革の推
進を図らなければならないため、令和６年度に「八潮市水道事業
ビジョン・経営戦略」を改定した。
　今後は、更なる経営の効率化・健全化を図りながら、投資と財
源の試算を詳細に行い、経営戦略に掲げた財政目標を達成するこ
とができるよう検討していく。

5

5

1

大山

①浄配水場施設更新整備事業：安全な水道水を供給するため、浄配水場老朽化施設の更新整備を行う。
②浄配水場施設維持管理事業：安全な水道水を供給するため、浄配水場老朽化施設の計画的な修繕・整備を行う。
③配水管等耐震化事業：安全な水道水を供給するため、配水管等の更新工事により耐震化を図る。

施策の
展開方針

安全な水を供給する体制づくり

05

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

配水管等維持管理事業

05

01

05

4 02

05

　令和６年度における基幹管路耐震化率は、28.9％となり前年度
に比べ0.2ポイントの上昇となっている。現在施工中の基幹管路耐
震化事業では、ある程度の延長規模で既設管から新設管への水運
用の切替えを予定しており、既設管を廃止しなければ一定の上昇
は見込めない。また、当該事業で予定している工事箇所付近には
他企業の埋設物等があり、工事予定の見直しを含め、他企業との
綿密な調整や詳細な検討が必要となる。なお、中央一丁目交差点
道路陥没事故の影響により、現在、１系が停止していることも考
慮し、より慎重な施工が求められる。

05

5 水質管理の充実

安定給水と浄配水施設の維持管理

05

浄配水場施設維持管理事業02

方向性

05

評価主体（部名）

01

令和６年度に予定していた事業は、一定程度実施しており、概ね
順調に進んでいる。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

水質測定機器等の整備及び維持管理事業

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

05

04

計画的な浄配水施設の整備 浄配水場施設更新整備事業

安定給水と浄配水施設の維持管理

計画的な浄配水施設の整備05

☆☆
概ね順調

配水管等耐震化事業



※■は評価主体を表す

1 ■

2 ■

3 ■

4 ■

0 ■

0 ■

0 ■

5 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

水道部

水道部

施設課

現状のまま継続

75,412

現状維持

☆☆☆
現状のまま継続

☆☆

現状維持

現状維持水道部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

施設課

施設課

現状維持116,696
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆☆経営課

☆☆☆

施設課

施設課

水道部

05

05

○

NO.1

05 　県水適正受水の確保事業

公
約

05

05

■

05

01

水道部

－

6,130

施設課

水道部

水道部

■

05 03

05

05

05

■

水の有効活用推進事業

（決算額：千円）

168,320

水道部

水道部

　

水道部

水道部

施設課

04 良質な水の確保事業
水質測定機器等の整備及び維持管理事業

民間への業務委託推進事業

自己水源井の更新及び維持管理事業

05

■

05

章

■■

施策節
戦
略

■

直結給水向上事業06

配水管等維持管理事業

05 06

05

浄配水場施設維持管理事業

主
要

施策コード

05

配水管等耐震化事業

事務事業名

浄配水場施設更新整備事業

05

05

05

01

0205

05

05

05

03

05

02

04

部の事業費計1,523,590

○

現状のまま継続

現状維持

現状維持

経営課

14,616

577,478

55

468,259 現状のまま継続

○

○

現状のまま継続

現状のまま継続96,624

0

経営課 ☆☆

☆☆☆

施設課

☆☆

○

現状のまま継続

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

○

現状維持 現状維持

現状維持

☆☆

現状維持

○

☆☆

現状維持現状のまま継続

現状維持

現状維持

課題

現状維持

現状維持

○ 現状のまま継続

現状のまま継続

☆☆

○

○

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

17 1

7

8

9

194,310,458

実績 実績

公共下水道普及率（人口）
74.70% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 87%

― 77.2％ 78.9％ 79.3％

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節
建設部

担当部
5
6

都市基盤・環境
治水と水循環によるまちづくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

道路治水課、下水道課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 80%

道路治水課、下水道課

80.2％
81.2％
(77.7％)

82.6％
(79.2％)

83.6％
(79.8％)

85.3％
(81.1％)

87.4％
(82.6％)

0

5治水対策の推進

維持管理の充実

河川改修事業の促進

水質汚濁の防止 下水道課

― 96%

90.9％

施策の内容

898,315 6

4

5

2 1,238,799 07

1

5

0

2,173,344

7

0

1

道路治水課

3

遅れ

4

0

1

1

順調
1

0

6

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

公共下水道水洗化率（人口）
88.60% ― ― ― ― 94% ― ― ―

― 91.3％ 91.6％ 91.6％ 91.6％ 92.1％ 91.8％ 92.1％ 91.4％

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

河川改修や排水施設等の整備が進み、市民が水害に対する
安全性が向上したまちで暮らしています。また、公共下水
道整備区域の拡大により、生活排水等が適切に処理され、
河川等の水質が守られるとともに、下水道事業の持続可能
な経営が行われています。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

建設部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

（１）治水対策の推進：古新田ポンプ場増築工事、雨水管渠等
　　　整備124ｍ（繰越）、水路改修工事130ｍ（繰越含む）、
　　　水路応急工事53件、市民要望職員対応103件
（２）維持管理の充実：下水道管渠の清掃、中継ポンプ場の維
　　　持管理、排水路のしゅんせつ・清掃の実施、排水機場及
　　　び排水施設の修繕、木曽根排水機場設備等更新工事、和
　　　耕排水施設発電機更新工事
（３）水質汚濁の防止：下水道普及率87.4%（82.6%）、汚水管
　　　渠整備5.2km　※普及率（　）は、総務省方式の値
（４）河川改修事業の促進：国県への要望、整備に関する協議

・中川河川改修事業の整備スケジュールを考慮しながら、伊
　勢野ポンプ場や雨水幹線等の整備を計画的に推進し、内水
　排除機能の向上を図る。しかしながら、整備には多くの費
　用と時間を要すことから、同時に治水対策として、浸水被
　害を軽減させるため、現在の水路の構造等を調査し、効果
　的・計画的な水路整備を実施していく。さらには、整備の
　執行体制について、関係部局と協議検討を行う。
・下水道施設の耐震化・長寿命化を行うために、事業の平準
　化を図りながら、国庫補助金を積極的に導入し、財政負担
　の軽減に努める。
・公営企業会計に移行し、投資効果の高い地区を重点的に整
　備することで、さらなる経営の安定化に努めていく。
・排水機場については、修繕計画を策定し、計画的な修繕に
　努める。なお、当面の間は、修繕等で応急的に対応しつ
　つ、保守点検により状態を確認し、不具合のある設備から
　順次実施していく。

6

5

1

長嶋

（１）治水対策の推進：雨水幹線等の整備を推進するとともに、内水排除の機能向上に努める。また、雨水貯留施設等の整備を促進する。
（２）維持管理の充実：維持管理体制を充実し、計画的に点検・改修を行うとともに耐震化を推進する。また、排水施設の更新・改修や排水
　　　路のしゅんせつ等、適正な維持管理を行う。
（３）水質汚濁の防止：水質汚濁を防止するため、公共下水道（汚水）の整備を積極的に行う。また、水洗化促進に努め水洗化率の向上を図る。
（４）河川改修事業の促進：国や県による中川や綾瀬川などの河川改修事業を促進する。

施策の
展開方針

治水と水循環によるまちづくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

4

（１）公共下水道（雨水）の整備には、多くの費用と時間を要
　　　するため、下水道の整備が進むまでは、現況水路の機能
　　　向上を図っているが、土地利用の変化に伴い、雨水流出
　　　量が増加しているため、水路整備が必要である。
（２）下水道施設について、計画的な更新、耐震化を図るため
　　　には、多額の財源確保が必要である。
（３）公共下水道（汚水）の普及のため、人口密度の高い地区
　　　への重点投資を行い、未普及解消に努める必要がある。
（４）排水機場、排水施設の設備について、限られた予算の中
　　　で適切な時期に更新できていない。

5

方向性

評価主体（部名）

・各事業とも概ね順調と評価できるものの、今後の事業にあ
　たっては、多くの事業費と時間を要するなどの課題がある。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

☆☆
概ね順調



※■は評価主体を表す

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

増加

建設部

建設部

道路治水課

現状のまま継続

78,865

増加

☆☆
現状のまま継続

☆☆

現状維持

増加建設部

建設部

建設部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

増加

下水道課

下水道課■

現状維持164

見直して継続 増加

☆

☆☆道路治水課

☆☆

道路治水課

道路治水課

建設部

06

06

○

NO.1

05 ■雨水整備事業

公
約

06

05

■

05

01

建設部

○

下水道課

建設部

建設部

建設部

建設部

■

■

06 01

05

05

05

■

総合的な治水対策推進事業

■

（決算額：千円）

637,966

建設部

建設部

建設部

建設部

建設部

建設部

建設部

建設部■

道路治水課

下水道課

下水道課

下水道課

道路治水課

05

中川流域下水道建設事業

02

公共下水道推進事業 ■

■排水路維持管理事業

02

■

水路管理事務

汚水整備事業06

03

雨水施設改修事業

雨水維持管理事業

排水機場施設維持更新事業

05

05 06

06

03

05

06

章

■

施策節
戦
略

■

汚水施設改修事業02

06 03

06

雨水流出抑制対策事業

06 02

06

05

05

03

02

04

03

汚水維持管理事業

05

06

05 06

06

都市下水路整備事業

主
要

施策コード

06

排水機場施設整備事業

事務事業名

水路整備事業

06

05

05

01

0105

05

06

06

01

02

一般管理事務

05

01

02

水洗化促進事業

河川改修促進事業

部の事業費計4,310,457

☆☆○

○

☆☆

○

48,649

☆☆

☆☆☆

●

☆☆

見直して継続

現状維持

増加

増加

下水道課

1,090,175

下水道課

下水道課

下水道課

増加

○

現状維持

現状のまま継続

－

現状のまま継続

25,581

○

下水道課

284,671

181,320

697,525

5,336

0

見直して継続☆☆

見直して継続

●

●

現状のまま継続

見直して継続

見直して継続

見直して継続

28,593

83,329

下水道課

1,003,558

139,345

0

☆☆

☆☆

道路治水課

☆☆

○

見直して継続

☆☆

見直して継続

現状のまま継続

削減

現状維持 現状維持

増加増加

5,381

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

●

増加増加

増加

増加

増加 増加

増加

増加

☆☆

増加

○

現状のまま継続○

☆☆

増加見直して継続

現状維持

現状維持

課題

増加

増加

○ 現状のまま継続

見直して継続

☆☆

○

○

☆☆

○

現状維持

事業費

投入資源
方向性

現状維持

増加

現状維持

増加

現状維持

削減

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

3 1

7

8

9

734,434

実績 実績

「八潮市市営住宅長寿命化計画」に基づく
改修率（共同施設、住戸）

0% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 100%

― 20％ 20％ 40％

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節
都市整備部

担当部
5
7

都市基盤・環境
安全で良質な住環境づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

住宅・建築課

事務事業数
概ね順調

2

― ― 100%

住宅・建築課

60％ 100％

1市営住宅の充実

良質な住宅確保の促進

― ―

85％

施策の内容

30,884 3

4

5

2 3,550 14 2

3

3

遅れ

1

順調
0

6

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

住宅の耐震化率
78.80% ― ― ― ― 95% ― ― ―

― 82％ 83％ 84％ 86％ 83％ 84％ 84％ 85％

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

様々な世代、生活様式に対応した住宅が安定して供給さ
れ、市民が良質な住まいで安心して暮らしています。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 05

都市整備部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・鶴ケ曽根住宅の代替として、民間等の既存賃貸物件１１戸の借
上げを実施した。
・市営住宅の居住環境を維持するため修繕等を実施した。
・高齢者向け優良賃貸住宅への家賃減額補助を実施した。
・民間住宅やブロック塀等の耐震性の確保について、新たに８４
０メールも活用しＰＲを実施し、危険ブロック塀の撤去改修４件
に補助金を交付した。また、耐震シェルター等補助制度を創設し
た。
・建築基準法等、関係法令に基づき適正に事務を執行した。

・高齢者、障がい者、ひとり親世帯、所得の少ない者等の住宅に
困窮する世帯への配慮等、福祉施策との連携を図りながら総合的
な住宅施策を実施するため、住生活基本計画の必要性や策定の検
討を行う。
・市営住宅は、長寿命化計画に基づき、低層市営住宅は新築を含
む民間借上型市営住宅制度に移行していくとともに、中層市営住
宅は予防保全的管理により、財政負担や事務量の軽減を進めてい
く。
・住まいの安全性を確保するため、建築基準法等の関係法令を適
正に運用できる体制を確保するとともに、耐震化に向けた所有者
等への啓発や各種補助制度の拡充等について検討を行う。

7

5

1

浅古

・将来の公営住宅の需要予測に基づき、住宅に困窮する世帯への供給戸数を把握し、民間住宅の活用も視野に入れた施策を展開します。
・中層市営住宅は、「八潮市市営住宅長寿命化計画」に基づき、様々な入居者に配慮した安全で安心な居住環境の整備を推進します。
・住宅やブロック塀等の耐震性を確保するため、市民の理解を深め、耐震相談等を実施するとともに、耐震化に関する助成制度の拡充を検討します。
・住まいの安全性を確保するため、建築確認検査制度を適正に運用します。
・高齢者や障がいのある人への配慮等、福祉の施策と連携を図りながら総合的な住宅施策を展開します。

施策の
展開方針

安全で良質な住環境づくり

07

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

　

市営住宅改修事業

07

02

4 01

・住宅に困窮する世帯への対応として、市営住宅以外の民間住宅
を活用した住まいの確保が必要である。
・民間借上型市営住宅制度は、民間での賃貸住宅制度に比べた場
合の募集条件や手続方法の複雑さ、住宅所有者等への制度の周知
等の見直しが必要である。
・地震による建築物及びブロック塀等の倒壊の危険性や管理責任
について、所有者等の意識を高め耐震化を推進する必要がある。

07

5

市営住宅の充実

05

市営住宅建替等事業01

方向性

05

評価主体（部名）

02

・鶴ケ曽根住宅２２戸の代替は確保できなかったが、民間等の既
存賃貸物件１１戸を借上げ、入居者全員の転居が完了した。
・耐震化では、新たに８４０メールも活用したＰＲを実施し、危
険ブロック塀等撤去改修補助は４件であった。また、耐震シェル
ター等補助制度を創設した。
以上のことから、総合評価を概ね順調と判断した。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

05

良質な住宅確保の促進 住生活基本計画策定事業

市営住宅の充実

良質な住宅確保の促進07

☆☆
概ね順調

民間住宅等耐震化促進事業



※■は評価主体を表す

4 ■

0 ■

3 ■

0 ■

1 ■

0 ■

2 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

都市整備部

現状のまま継続

436

☆☆
現状のまま継続

☆

増加

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

増加

住宅・建築課

住宅・建築課

削減1,950

見直して継続 増加

☆☆☆

☆☆住宅・建築課

住宅・建築課

住宅・建築課

都市整備部

07

●

NO.1

05 住生活基本計画策定事業

公
約

07

05

■

05

01

都市整備部

○

1,106

住宅・建築課

　

都市整備部

都市整備部

07 02

05

05 建築行政事務

（決算額：千円）

19,097

都市整備部

都市整備部　

　

住宅・建築課

02 ■民間住宅等耐震化促進事業

07

章 施策節
戦
略

■

高齢者向け優良賃貸住宅整備事業

市営住宅建替等事業

主
要

施策コード

07

市営住宅管理事業

事務事業名

市営住宅改修事業

07

01

0105

05

07

02

02

部の事業費計34,434

0

11,351 現状のまま継続

○

○

494

☆☆☆

見直して継続

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

○

増加 増加

☆☆☆

○

☆☆

現状維持現状のまま継続

削減

増加

課題

－ 終了・完了

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

2 0

7

8

9

431,037

実績 実績
市の事務・事業に伴い排出する温室効果ガ
ス排出量
（埼玉県の中期目標「平成32年までに平成
17年比25％削減」に準じる。）

4,637t-CO2 ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― ―

― 5,824ｔ-CO2 6,617ｔ-CO2 6,569ｔ-CO2

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節
生活安全部

担当部
5
8

都市基盤・環境
環境にやさしいまちづくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

環境リサイクル課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 4,308 t-CO2

環境リサイクル課

6,009ｔ-CO2 5,906ｔ-CO2 5,459ｔ-CO2 5,694t-CO2 4,727t-CO2 未確定

未確定

0地球環境問題への対応

環境保全対策の推進

環境汚染防止への取組 環境リサイクル課

― 65%

68%

施策の内容

2,780 1

4

5

2 781 01

227,476

1

1

3

遅れ

1

0

1

順調
0

0

6

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

市内の河川の水質基準達成率
50% ― ― ― ― 60% ― ― ―

― 70% 60% 50% 60％ 60% 55% 55% 50%

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

市内における太陽光発電設備の発電容量の
累計

8,878ｋＷ ― ― ― ― 9,640ｋＷ ― ― ― ― ―

― 12,191ｋｗ 12,932ｋｗ 14,021ｋｗ

市民は、水と豊かな緑に囲まれた地域の自然や生活環境を
守り、自然とふれあいながら生活しています。また、市民
と行政が一体となって、地球温暖化の防止のための省エネ
ルギーやエコ活動等の環境活動に取り組んでいます。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―

14,733ｋｗ 15,267ｋｗ 15,706ｋｗ 16,383kw 16,716kw



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 05

生活安全部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・環境月間及び消費生活展において、環境保全に関する啓発を
行った。
・住宅用太陽光発電システム設置費補助金を54件、総額278万円交
付した。
・公害に関する苦情87件（大気汚染13件、水質汚濁2件、騒音46
件、振動6件、悪臭7件、その他13件）に対応した。
・学校及び保育所等の給食食材の放射能濃度を測定し安全を確認
した。

・持続可能な開発目標（SDGs）に基づく施策の実行については、
環境基本計画の改訂時に検討する。
・八潮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）、気候変動適応
計画については、八潮市環境基本計画の改訂と併せて策定する。
・自然保護や環境保全については、環境団体等と連携し事業の充
実を図る。
・人間関係や地域コミュニティに起因する苦情が増えており、市
民の立場に立った丁寧な対応を心掛ける。
・埼玉県東南部地域ゼロカーボンシティ推進協議会において、
2050年二酸化炭素排出実質ゼロに向けた共同取組について検討す
る。

8

5

1

向
１．地球環境問題への対応　埼玉県東南部地域5市1町による「ゼロカーボンシティ」共同宣言を行い、2050年二酸化炭素排出実質ゼロに取り組む。ま
た、併せて八潮市地球温暖化対策実行計画（事務・事業編）に基づき二酸化炭素をはじめとする温室効果ガス削減に取り組む。
２．環境保全対策の推進　市民団体等と連携して自然保護や環境保全に努めるとともに、八潮市環境マネジメントシステムに基づきエコオフィスに取
り組む。
３．環境汚染防止への取組　環境汚染物質や放射線量を定期的に測定するなど、良好な生活環境の維持に努める。また、公害防止対策として工場等の
立ち入り調査を実施するとともに、必要に応じて適切な指導を行う。

施策の
展開方針

環境にやさしいまちづくり

08

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

放射能対策事業

08

02

4 03

・持続可能な開発目標（SDGs）の考えに基づいた環境施策の具現
化を図る必要がある。
・市民や市内事業所などを対象とした八潮市地球温暖化対策実行
計画（区域施策編）を策定し、温室効果ガスの削減に取り組む必
要がある。
・基準値を超えていない公害に対する苦情が多く住民感情に配慮
した丁寧な対応が必要である。

08

5

05

公害対策事業03

方向性

05

評価主体（部名）

01

地球温暖化対策実行計画等を内包する環境基本計画の策定に取り
組むとともに、住宅用太陽光発電システム設置費補助金を交付
し、自然エネルギーの活用を促進するなど地球温暖化防止対策が
進められていること。また、市民からの公害等の苦情対応や放射
性物質の測定等が適切に実施されていることから概ね順調と評価
する。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

05

循環型社会推進事業

08

☆☆
概ね順調

環境保全対策推進事業



※■は評価主体を表す

1 ■

2 ■

3 ■

4 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

生活安全部

現状のまま継続

2,780

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

環境リサイクル課 現状維持341 ☆☆☆

環境リサイクル課

08

NO.1

公
約

08

05

05

01

生活安全部

環境リサイクル課

生活安全部

生活安全部

■

（決算額：千円）

27,135

環境リサイクル課

章

■■

施策節
戦
略

■

放射能対策事業

公害対策事業

主
要

施策コード

08

環境保全対策推進事業

事務事業名

循環型社会推進事業

08

02

0305

05

03

部の事業費計31,036

781 見直して継続

○

○ ☆☆

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

●

☆☆

現状維持現状のまま継続

現状維持

課題

○ 見直して継続

事業費

投入資源
方向性

現状維持

増加

現状維持

増加

労働量



１．節の概要 ※●は評価主体

計

10

11 2

7

8

9

151,272,254

実績 実績

一人一日当たりのごみ搬出量（家庭系可燃
ごみ）

570グラム ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R6年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

― ― ― ― 520グラム

― 565グラム 549グラム 546グラム

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度

施策評価シート（対象：R6年度実施施策)

節
生活安全部

担当部
5
9

都市基盤・環境
清潔できれいなまちづくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

― ― ― ―

環境リサイクル課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 545グラム

環境リサイクル課　リサイクルプラザ

548グラム 564グラム 546グラム 529グラム 507グラム 495グラム

0

1ごみの広域処理の充実

ごみの独自処理の充実

環境衛生事業の充実

ごみの減量化・資源化の推進 環境リサイクル課、環境リサイクル課　リサイクルプラザ

― 20%

環境美化活動の推進

施策の内容

4,468

600,549 1

4

5

2 243,136 23

2

5

4

11,838

412,263

0

1

1

1

環境リサイクル課

2

環境リサイクル課

3

遅れ

4

1

0

4

0

順調
0

0

6

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

資源化率（可燃ごみ・不燃ごみ・資源ごみ
（事業系含む）のうち、資源となるものの
割合）

12.00% ― ― ― ― 15% ― ― ―

― 11.7％ 15.3％ 15.4％ 16.2% 16.2% 14.6% 15.1% 15.4%

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

循環型社会の構築に向けて、市民、事業者、行政が一体と
なり様々な施策に取り組み、ごみの資源化及び減量化が進
んでいます。また、排出されたごみが適正に処理されてい
ます。さらに、市民が主体となって「自分たちのまちは自
分たちできれいに」を基本に美化活動が実施され、きれい
な環境が整っています。

基本目標

道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交通の整備や、自然と
調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成が進み、やすら
ぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしています。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の
生活環境を守るまちとなっています。

― ― ― ―

―



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 05

0

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・ごみを出すことが困難な高齢者や障がいのある方の家庭のごみ
を戸別に収集する「まごころ収集」を実施した。
・リサイクルプラザに搬入された粗大ごみ等を細かく分別して資
源化した。
・資源回収した71団体に対し、奨励金4,468,400円を交付した。
・獣医師の協力のもと狂犬予防法に基づき3,389頭に注射をした。
・飼い主不明の動物死体203頭を収容し火葬した。

・「八潮市一般廃棄物処理基本計画～ごみ処理編～」に基づき、
ごみの減量化を推進する。具体的な方法として食品ロスや水切
り、リサイクル可能な紙類の分別の徹底を図る。
・リサイクルプラザを延命化するため、設備等修繕を計画的に実
施する。

9

5

1

向
１．ごみの広域処理の充実　東埼玉資源環境組合及びその構成市町と連携し、燃えるごみとし尿の適切な処理に努める。
２．ごみの独自処理の充実　ごみの資源化を推進するため、リサイクルプラザの適切な維持管理と長寿命化に取り組む。
３．ごみの減量化・資源化の推進　ごみの分別の徹底を図るため、広報やしおやごみカレンダーをわかりやすく工夫するとともに、収集体制の充実を
図る。また、資源回収を行った団体に対し、奨励金を交付し活動を支援する。
４．環境衛生事業の充実　害虫駆除や雑草除去、狂犬病の予防注射やペットの適正飼養、浄化槽の適正な管理など多岐にわたる環境衛生事業を計画的
に推進する。

施策の
展開方針

清潔できれいなまちづくり

09

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

都市基盤・環境

施策の
実施状況

清掃行政推進事業

09

02

05

4 03

09

・1人1日当たりの家庭系可燃ごみの排出量は、減少傾向にある
が、東埼玉資源環境組合構成市町中で多い状況である。
・リサイクルプラザの長寿命化とあわせて建替えの検討が必要で
ある。
・プラ新法に対応するため、東埼玉資源環境組合及びその構成市
町と連携して、収集、保管、処理方法などについて検討する必要
がある。

09

5

05

リサイクル活動推進事業03

方向性

05

評価主体（部名）

03

東埼玉資源環境組合及びその構成市町と連携してごみの減量化を
推進していることや、リサイクルプラザにおいて徹底した資源化
に取り組んでいることから概ね順調と評価する。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

環境衛生推進事業

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

05

04

ごみ収集運搬事業

09

☆☆
概ね順調

リサイクルプラザ改修・備品整備事業



※■は評価主体を表す

0
0
2
0
4
0
1
3
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

増加

生活安全部

生活安全部

環境リサイクル課　リサイクルプラザ

見直して継続

600,549

現状維持

☆☆
現状のまま継続

☆☆

現状維持

現状維持生活安全部

生活安全部

生活安全部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R6年度）

主
体 担当部 担当課

増加

環境リサイクル課　リサイクルプラザ

環境リサイクル課

現状維持1,012
現状のまま継続 増加

☆

☆☆環境リサイクル課

☆☆

環境リサイクル課

環境リサイクル課

生活安全部

09

09

○

NO.1

05 　清掃行政推進事業

公
約

09

05

■

05

01

生活安全部

○

6,973

環境リサイクル課　リサイクルプラザ

生活安全部

生活安全部

09 03

05

05

05

　

■

　

　し尿処理事業

　

（決算額：千円）

42,206

生活安全部

生活安全部

生活安全部

生活安全部

生活安全部

生活安全部

環境リサイクル課

環境リサイクル課　リサイクルプラザ

　

05

03

ゴミゼロ運動事業 ■

■ごみ収集運搬事業

04

　

リサイクル活動推進事業

環境衛生推進事業

動物愛護事業

畜犬登録等事業

05

05 09

05

09

章 施策節
戦
略

　

防疫・草刈事業04

09 05

09

リサイクルプラザ環境整備事業

09 04

09

　

05

04

浄化槽適正管理促進事業

05

09

リサイクルプラザ改修・備品整備事業

主
要

施策コード

09

リサイクルプラザ管理運営事業

事務事業名

広域処理事業

09

05

05

02

0205

05

09

09

03

04

清掃美化活動推進事業

02

03

部の事業費計0

○

○

☆☆

○

☆☆

現状のまま継続

現状維持

現状維持

現状維持

環境リサイクル課

環境リサイクル課

環境リサイクル課

現状維持

2,468

環境リサイクル課

241

137

1,662

7,497

199,918 見直して継続

●

○

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

3,189

397,656

環境リサイクル課

2,000

5,424

1,322

☆☆

☆☆

環境リサイクル課

☆☆

●

現状のまま継続

☆☆☆

現状のまま継続

現状のまま継続

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

R6年度事業費
総合評価

○

現状維持現状維持

現状維持

現状維持

増加 増加

現状維持

現状維持

☆☆

現状維持

○

現状のまま継続○

☆

増加現状のまま継続

現状維持

現状維持

課題

現状維持

現状維持

● 見直して継続

現状のまま継続

☆☆

○

○

☆☆☆

○

現状維持

事業費

投入資源
方向性

増加

増加

増加

増加

労働量


